
(57)【要約】

【課題】隅部や谷部において軒先の出寸法調整を容易に

行いうる新規な軒先構造を提供し、屋根施工の効率化を

図る。

【解決手段】本発明の軒先構造は、軒桁１等の出隅角部

Ａと建物本体側の束材６等との間に隅木２が斜めに架設

し、この隅木２の下端部を出隅角部Ａよりも軒先側に突

出しないようにして出隅角部Ａに連結した後、この隅木

２の下端部に、軒先部分の屋根荷重を支持する軒隅木２

０を、隅木２の延長方向に連結するものである。軒隅木

２０は、隅木２と同幅の断面寸法を有する主材２１と、

その両側面に添着された添材２２とからなり、各添２２

材は主材２１よりも建物本体側に延出されて、この延出

部分が隅木２の両側面にビスまたは釘で固定される。

【選択図】図２

JP 2004-225301 A 2004.8.12



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軒 桁 ま た は こ れ に 類 す る 横 架 材 と 、 建 物 本 体 側 の 棟 木 、 棟 束 、 小 屋 束 、 柱 ま た は こ れ ら に
類 す る 構 造 材 と の 間 に 隅 木 が 斜 め に 架 設 さ れ 、 こ の 隅 木 の 下 端 部 が 前 記 軒 桁 ま た は 前 記 横
架 材 に 連 結 さ れ る と と も に 、
こ の 隅 木 の 下 端 部 に は 、 軒 先 部 分 の 屋 根 荷 重 を 支 持 す る 軒 隅 木 が 、 前 記 隅 木 の 延 長 方 向 に
連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 隅 部 の 軒 先 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
軒 隅 木 は 、 隅 木 と 同 幅 の 断 面 寸 法 を 有 す る 主 材 と 、 こ の 主 材 の 両 側 面 に そ れ ぞ れ 添 着 さ れ
た 添 材 と か ら な り 、 各 添 材 は 主 材 よ り も 建 物 本 体 側 に 延 出 さ れ て 、 こ の 延 出 部 分 が 隅 木 の
各 側 面 に 重 合 し た 状 態 で 隅 木 に 対 し ビ ス ま た は 釘 で 固 定 さ れ る と と も に 、
主 材 の 天 端 と 隅 木 の 天 端 と が 平 帯 状 の 補 強 金 物 を 介 し て 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 隅 部 の 軒 先 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
軒 桁 ま た は こ れ に 類 す る 横 架 材 と 、 建 物 本 体 側 の 棟 木 、 棟 束 、 小 屋 束 、 柱 ま た は こ れ ら に
類 す る 構 造 材 と の 間 に 谷 木 が 斜 め に 架 設 さ れ 、 こ の 谷 木 の 下 端 部 が 前 記 軒 桁 ま た は 前 記 横
架 材 に 連 結 さ れ る と と も に 、
こ の 谷 木 の 下 端 部 に は 、 軒 先 部 分 の 屋 根 荷 重 を 支 持 す る 軒 谷 木 が 、 前 記 谷 木 の 延 長 方 向 に
連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 谷 部 の 軒 先 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
軒 谷 木 は 、 谷 木 と 同 幅 の 断 面 寸 法 を 有 す る 主 材 と 、 こ の 主 材 の 両 側 面 に そ れ ぞ れ 添 着 さ れ
た 添 材 と か ら な り 、 各 添 材 は 主 材 よ り も 建 物 本 体 側 に 延 出 さ れ て 、 こ の 延 出 部 分 が 谷 木 の
各 側 面 に 重 合 し た 状 態 で 谷 木 に 対 し ビ ス ま た は 釘 で 固 定 さ れ る と と も に 、
主 材 の 天 端 と 谷 木 の 天 端 と が 平 帯 状 の 補 強 金 物 を 介 し て 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 谷 部 の 軒 先 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
軒 先 に 面 し た 軒 桁 ま た は こ れ に 類 す る 横 架 材 と 、 建 物 本 体 側 に 設 け ら れ る 棟 木 、 棟 束 、 小
屋 束 、 柱 ま た は こ れ ら に 類 す る 構 造 材 と の 間 に 隅 木 ま た は 谷 木 を 斜 め に 架 設 し て 、 前 記 隅
木 ま た は 谷 木 の 下 端 部 を 前 記 軒 桁 ま た は 前 記 横 架 材 に 連 結 し た 後 、
前 記 隅 木 ま た は 谷 木 の 下 端 部 に 、 軒 先 部 分 の 屋 根 荷 重 を 支 持 す る 軒 隅 木 ま た は 軒 谷 木 を 、
前 記 隅 木 ま た は 谷 木 の 延 長 方 向 に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 隅 部 ・ 谷 部 の 軒 先 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 木 造 ま た は こ れ に 準 じ た 木 質 系 構 造 か ら な る 屋 根 架 構 の 、 隅 部 や 谷 部 に お け る
軒 先 構 造 と 軒 先 工 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
木 質 系 の 工 業 化 住 宅 に お け る 屋 根 架 構 で は 、 勾 配 屋 根 の 隅 部 や 谷 部 を 、 図 ７ に 示 す よ う な
構 造 と す る の が 一 般 的 で あ る 。 図 示 の 例 は 寄 棟 屋 根 等 に 形 成 さ れ る 隅 部 で あ る が 、 ２ 本 の
軒 桁 １ （ １ ａ ， １ ｂ ） 、 ま た は こ れ に 類 す る 横 架 材 等 が 直 交 状 態 で 接 合 さ れ た 出 隅 角 部 Ａ
上 に 、 軒 先 ま で 延 出 す る 隅 木 ２ を 斜 め に 載 せ 架 け て 固 定 す る 。 隅 木 ２ の 図 示 し な い 上 端 部
は 、 棟 木 、 棟 束 ま た は 小 屋 束 （ 当 該 屋 根 が 下 層 階 の 下 屋 根 の 場 合 は 柱 ） 等 に 接 合 す る 。 そ
し て 、 隅 木 ２ の 両 側 面 か ら 前 記 各 軒 桁 １ に か け て 、 屋 根 の 勾 配 方 向 に 沿 う 複 数 本 の 垂 木 ３
を 適 宜 間 隔 で 取 り 付 け る 。 垂 木 ３ も 軒 先 ま で 延 出 さ せ 、 隅 木 ２ 及 び 垂 木 ３ の 先 端 を 軒 先 母
屋 ４ 等 で 水 平 方 向 に 連 結 す る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 垂 木 ３ に 野 地 板 や 屋 根 パ ネ ル 等 を 取 り 付
け る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 屋 根 構 造 で は 、 隅 木 ２ の 断 面 形 状 が 、 単 純 な 矩 形 で は な く 、 縦 方 向 の 中 心 面 を
境 に し て 天 端 及 び 下 端 が 両 側 に 下 り 傾 斜 し た 山 形 状 に な る の が 通 常 で あ る 。 そ の た め 、 こ
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の よ う な 隅 木 ２ を 軒 桁 １ の 出 隅 角 部 Ａ に 固 定 す る に 際 し て は 、 両 材 の 接 合 面 を 特 殊 な 形 状
に 切 欠 加 工 し て 係 合 さ せ た り 、 専 用 の 接 合 金 物 を 介 し て 接 合 し て い る 。 か か る 接 合 構 造 は
、 例 え ば 特 許 文 献 １ ～ ５ 等 に 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ３ ４ ５ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ７ － ３ ４ ５ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ７ － ３ ４ ５ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 １ １ － １ ９ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 平 １ １ － ２ ４ ７ ３ ４ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 の よ う な 屋 根 構 造 で は 、 軒 先 部 分 を 精 度 良 く 仕 上 げ る た め に 、 軒 先 の 出 寸 法 を 厳 密 に
調 整 す る 必 要 が あ る 。 こ の 出 寸 法 は 、 軒 桁 の 位 置 が 基 準 と な る 。 軒 先 の 出 寸 法 調 整 に 際 し
て は 、 軒 桁 １ の 天 端 に 現 場 で 通 り 墨 Ｘ を 打 ち 、 隅 木 ２ の 側 面 に は 軒 先 を 基 準 に し て 割 り 出
し た 腹 墨 Ｙ を 打 っ て 、 隅 木 ２ の 腹 墨 Ｙ を 軒 桁 １ の 通 り 墨 Ｘ に 合 わ せ る 。 隅 木 ２ が 正 確 に 位
置 決 め さ れ た な ら ば 、 続 い て 垂 木 ３ も 同 様 に 位 置 決 め す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な 位 置 決 め 作 業 に お い て は 、 当 然 な が ら 、 隅 木 ２ 自 体 を 、 軒 桁 １ の 出 隅 角 部 Ａ 上
に 載 架 し た 状 態 で 、 材 長 方 向 に 微 小 寸 法 ず つ 移 動 さ せ る 作 業 が 発 生 す る 。 し か し 、 寸 法 の
長 大 な 隅 木 ２ を 、 足 場 の 不 自 由 な 高 所 で 、 し か も 斜 め 方 向 に 位 置 決 め す る の は 、 相 当 の 手
間 と 困 難 を 伴 う 作 業 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
と り わ け 近 年 で は 、 工 業 化 住 宅 の 分 野 に お い て 部 材 の ユ ニ ッ ト 化 や パ ネ ル 化 が 進 み 、 接 合
部 に も 合 理 的 な 金 物 が 多 用 さ れ る よ う に な っ て 、 小 屋 組 架 構 の ス パ ン や 構 造 部 材 の 断 面 寸
法 が 大 き く な る 傾 向 に あ る 。 そ の た め 、 隅 木 等 も 長 大 化 、 大 断 面 化 し て お り 、 前 記 の よ う
な 位 置 決 め 作 業 に も 、 さ ら な る 工 数 を 要 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か も 、 隅 木 ２ の 固 定 が 完 了 す る ま で は 、 垂 木 ３ や 軒 先 母 屋 ４ 等 を 取 り 付 け る 次 工 程 に 進
む こ と が で き な い 。 隅 木 ２ の 位 置 決 め に 手 間 取 る と 、 他 の 作 業 員 の 無 駄 な 手 待 ち 時 間 が 発
生 す る こ と と な り 、 施 工 効 率 が 低 下 し て し ま う 。 か か る 実 情 は 、 屋 根 の 隅 部 だ け で な く 、
谷 部 に つ い て も 全 く 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 隅 部 や 谷 部 に お い て 軒 先 の 出 寸 法 調 整 を 容 易 に 行 い う る 新 規 な 軒 先 構 造
を 提 供 し 、 屋 根 施 工 の 効 率 化 を 図 る こ と を 解 決 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 隅 部 の 軒 先 構 造 は 、 軒 桁 ま た は こ れ に 類 す る 横 架 材 と 、 建 物 本 体 側 の 棟 木 、 棟 束
、 小 屋 束 、 柱 ま た は こ れ ら に 類 す る 構 造 材 と の 間 に 隅 木 が 斜 め に 架 設 さ れ 、 こ の 隅 木 の 下
端 部 が 前 記 軒 桁 ま た は 前 記 横 架 材 に 連 結 さ れ る と と も に 、 こ の 隅 木 の 下 端 部 に は 、 軒 先 部
分 の 屋 根 荷 重 を 支 持 す る 軒 隅 木 が 、 前 記 隅 木 の 延 長 方 向 に 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 前 記 軒 隅 木 は 、 隅 木 と 同 幅 の 断 面 寸 法 を 有 す る 主 材 と 、 こ の 主 材 の 両 側 面 に そ れ
ぞ れ 添 着 さ れ た 添 材 と か ら な り 、 各 添 材 は 主 材 よ り も 建 物 本 体 側 に 延 出 さ れ て 、 こ の 延 出
部 分 が 隅 木 の 各 側 面 に 重 合 し た 状 態 で 隅 木 に 対 し ビ ス ま た は 釘 で 固 定 さ れ る と と も に 、 主
材 の 天 端 と 隅 木 の 天 端 と が 平 帯 状 の 補 強 金 物 を 介 し て 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 谷 部 の 軒 先 構 造 は 、 軒 桁 ま た は こ れ に 類 す る 横 架 材 と 、 建 物 本 体 側 の 棟 木
、 棟 束 、 小 屋 束 、 柱 ま た は こ れ ら に 類 す る 構 造 材 と の 間 に 谷 木 が 斜 め に 架 設 さ れ 、 こ の 谷
木 の 下 端 部 が 前 記 軒 桁 ま た は 前 記 横 架 材 に 連 結 さ れ る と と も に 、 こ の 谷 木 の 下 端 部 に は 、
軒 先 部 分 の 屋 根 荷 重 を 支 持 す る 軒 谷 木 が 、 前 記 谷 木 の 延 長 方 向 に 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 前 記 軒 谷 木 は 、 谷 木 と 同 幅 の 断 面 寸 法 を 有 す る 主 材 と 、 こ の 主 材 の 両 側 面 に そ れ
ぞ れ 添 着 さ れ た 添 材 と か ら な り 、 各 添 材 は 主 材 よ り も 建 物 本 体 側 に 延 出 さ れ て 、 こ の 延 出
部 分 が 谷 木 の 各 側 面 に 重 合 し た 状 態 で 谷 木 に 対 し ビ ス ま た は 釘 で 固 定 さ れ る と と も に 、 主
材 の 天 端 と 谷 木 の 天 端 と が 平 帯 状 の 補 強 金 物 を 介 し て 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の 隅 部 ・ 谷 部 の 軒 先 工 法 は 、 軒 先 に 面 し た 軒 桁 ま た は こ れ に 類 す る 横 架 材 と
、 建 物 本 体 側 に 設 け ら れ る 棟 木 、 棟 束 、 小 屋 束 、 柱 ま た は こ れ ら に 類 す る 構 造 材 と の 間 に
隅 木 ま た は 谷 木 を 斜 め に 架 設 し て 、 前 記 隅 木 ま た は 谷 木 の 下 端 部 を 前 記 軒 桁 ま た は 前 記 横
架 材 に 連 結 し た 後 、 前 記 隅 木 ま た は 谷 木 の 下 端 部 に 、 軒 先 部 分 の 屋 根 荷 重 を 支 持 す る 軒 隅
木 ま た は 軒 谷 木 を 、 前 記 隅 木 ま た は 谷 木 の 延 長 方 向 に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、 前 記 従
来 の 屋 根 構 造 （ 図 ７ ） に 示 し た 軒 先 部 分 の 構 成 と 共 通 す る 部 位 ・ 部 材 に は 、 共 通 の 名 称 及
び 符 号 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ 屋 根 架 構 ＞
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 変 形 勾 配 屋 根 の 伏 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 屋
根 の 小 屋 組 架 構 を 模 式 的 に 表 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 符 号 １ （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， … ） は 軒 桁 ま た は こ れ に 相 当 す る 梁
な ど の 横 架 材 で あ る 。 符 号 ５ は 小 屋 梁 で 、 符 号 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ は 前 記 小 屋 梁 上 に 立 設 さ
れ る 小 屋 束 及 び 棟 束 で あ る 。 た だ し 、 本 説 明 に お い て は 、 棟 部 を 支 持 す る 棟 束 ６ ａ ， ６ ｃ
と 、 そ れ 以 外 の 小 屋 束 ６ ｂ と を 特 に 区 別 し な い 場 合 、 こ れ ら を 束 材 ６ と 総 称 す る 。 棟 束 ６
ａ 同 士 、 及 び 棟 束 ６ ｃ 同 士 は 、 そ れ ぞ れ 棟 木 ７ （ ７ ａ ， ７ ｂ ） を 介 し て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 屋 根 は 、 ３ 箇 所 の 隅 部 と 、 １ 箇 所 の 谷 部 を 有 す る 。 隅 部 に は 隅 木 ２ （ ２ ａ ， ２ ｂ ） が
、 谷 部 に は 谷 木 ８ が 、 そ れ ぞ れ 斜 め に 架 設 さ れ る 。 そ し て 、 棟 木 ７ 、 隅 木 ２ ま た は 谷 木 ８
か ら 、 各 軒 桁 １ に か け て 、 垂 木 ３ が 架 設 さ れ る 。 以 下 、 隅 部 ・ 谷 部 の 構 造 に つ い て 、 そ れ
ぞ れ 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
＜ 隅 部 ＞
図 ３ ～ 図 ４ は 、 隅 部 の 詳 細 な 構 造 を 示 す 。 例 示 の 形 態 で は 、 隅 木 ２ は 、 上 部 の 隅 木 ２ ａ と
下 部 の 隅 木 ２ ｂ に 分 割 さ れ 、 上 部 の 隅 木 ２ ａ は 棟 束 ６ ａ と 小 屋 束 ６ ｂ と の 間 に 、 下 部 の 隅
木 ２ ｂ は 小 屋 束 ６ ｂ と 出 隅 角 部 Ａ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ 架 設 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 形 態 で
は 、 隅 木 ２ と 連 結 さ れ る 棟 束 ６ ａ 及 び 小 屋 束 ６ ｂ が 、 建 物 の 通 り 心 方 向 に 対 し 軸 回 り に ４
５ 度 、 回 動 さ れ て 、 束 材 ６ の 側 面 が 隅 木 ２ の 材 心 と 直 交 す る よ う に 立 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
隅 木 ２ と 束 材 ６ や 軒 桁 １ と は 、 図 示 の よ う な 鋼 板 製 の 接 合 金 物 ９ （ ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ ） を
介 し て 連 結 さ れ る 。 束 材 ６ 側 の 接 合 金 物 ９ ａ ， ９ ｂ は 、 背 板 の 両 側 縁 部 か ら 二 片 の 連 結 板
を 突 設 さ せ た も の で 、 背 板 を 束 材 ６ に ボ ル ト ・ ナ ッ ト 締 結 し 、 連 結 板 を 隅 木 ２ の 端 部 に 形
成 し た ス リ ッ ト に 挿 入 し て 、 隅 木 ２ の 側 面 か ら ド リ フ ト ピ ン を 打 込 む こ と に よ り 、 隅 木 ２
と 束 材 ６ と を 連 結 す る 。 ま た 、 軒 桁 １ 側 の 接 合 金 物 ９ ｃ は 、 ほ ぞ パ イ プ の 一 端 に 一 片 の 連
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結 板 を 突 設 さ せ た も の で 、 ほ ぞ パ イ プ を 軒 桁 １ に 形 成 し た ほ ぞ 孔 に 挿 入 し て ド リ フ ト ピ ン
で 固 定 し 、 連 結 板 を 隅 木 ２ の 端 部 に 形 成 し た ス リ ッ ト に 挿 入 し て ド リ フ ト ピ ン で 固 定 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 隅 木 ２ の 下 端 部 が 軒 桁 １ ま で の 長 さ に 形 成 さ れ て 、 軒 先
ま で 延 出 し な い 。 し た が っ て 、 前 記 の よ う な 接 合 金 物 ９ に よ り 、 軒 桁 １ や 束 材 ６ と の 間 に
若 干 の ク リ ア ラ ン ス を 設 け て 隅 木 ２ を 連 結 す れ ば 、 隅 木 ２ を 軒 先 の 出 寸 法 に 合 わ せ て 位 置
決 め す る 作 業 は 不 要 に な り 、 隅 木 ２ を 容 易 か つ 迅 速 に 架 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 こ の 構 造 で は 、 隅 木 ２ を 軒 桁 １ と 束 材 ６ の み で 支 持 し て お り 、 隅 木 ２ に は 母 屋 梁 等
の 横 架 材 が 接 合 さ れ な い 。 そ の た め 、 隅 木 ２ の 断 面 形 状 は 、 図 ４ 中 に 添 付 し た 断 面 図 に 示
す よ う に 、 下 端 を 平 坦 に す る こ と が で き 、 天 端 に の み 山 形 状 の 傾 斜 面 を 形 成 す れ ば よ い 。
こ れ に よ り 、 隅 木 ２ の 部 材 加 工 が 容 易 に な り 、 軒 桁 １ と の 連 結 部 も 、 前 記 従 来 の 技 術 に 記
載 し た よ う な 複 雑 な 接 合 形 態 に 比 べ て 格 段 に 簡 素 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 軒 桁 １ 上 に 固 定 さ れ た 隅 木 ２ の 下 端 部 に 、 本 発 明 の 要 部 を な す 軒 隅 木 ２ ０ が 継 ぎ
足 さ れ 、 こ の 軒 隅 木 ２ ０ が 軒 先 部 分 の 屋 根 荷 重 を 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
軒 隅 木 ２ ０ は 、 隅 木 ２ と 同 幅 の 断 面 寸 法 を 有 す る 主 材 ２ １ と 、 こ の 主 材 ２ １ の 両 側 面 に そ
れ ぞ れ 添 着 さ れ た 添 材 ２ ２ と か ら な る 。 主 材 ２ １ と 添 材 ２ ２ と は 、 接 着 ま た は ビ ス 止 め に
よ っ て 強 固 に 接 合 さ れ て い る 。 主 材 ２ １ 及 び 添 材 ２ ２ の 断 面 形 状 は 、 図 ４ 中 の 断 面 図 に 示
す よ う に 、 天 端 と 下 端 と が 、 そ れ ぞ れ 山 形 状 の 傾 斜 面 を な す よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
主 材 ２ １ の 長 さ は 、 出 隅 角 部 Ａ か ら 軒 先 ラ イ ン Ｚ ま で の 出 寸 法 に 基 づ い て 予 め 加 工 さ れ て
お り 、 主 材 ２ １ と 添 材 ２ ２ の 先 端 は 軒 先 ラ イ ン Ｚ に 合 致 す る よ う に 揃 え ら れ て い る 。 添 材
２ ２ の 他 端 は 主 材 ２ １ よ り も 建 物 本 体 側 に 延 出 さ れ て お り 、 こ の 延 出 部 分 が 隅 木 ２ の 両 側
面 に 重 ね ら れ て 、 図 示 し な い ビ ス ま た は 釘 で 隅 木 ２ に 固 定 さ れ る 。 こ の 釘 や ビ ス は 、 添 材
２ ２ の 延 出 部 分 の 範 囲 内 で 乱 に 打 つ こ と が で き る 。 さ ら に 、 主 材 ２ １ の 天 端 と 隅 木 ２ の 天
端 に 平 帯 状 の 補 強 金 物 ２ ３ を 重 ね 、 こ れ を 主 材 ２ １ 及 び 隅 木 ２ に ビ ス 止 め し て 、 両 者 の 接
合 部 が 補 強 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
＜ 谷 部 ＞
図 ５ ～ 図 ６ は 、 谷 部 の 詳 細 な 構 造 を 示 す 。 例 示 の 形 態 に か か る 谷 木 ８ は 、 １ 本 の 連 続 す る
部 材 で 、 棟 束 ６ ａ と 入 隅 角 部 Ｂ と の 間 に 架 設 さ れ る 。 谷 木 ８ と 棟 束 ６ ａ や 軒 桁 １ と の 接 合
部 に も 、 前 記 隅 部 と 同 様 の 接 合 金 物 ９ が 用 い ら れ る 。 谷 部 に お い て も 、 谷 木 ８ の 下 端 部 が
軒 桁 １ ま で の 長 さ に 形 成 さ れ る の で 、 谷 木 ８ の 架 設 に 際 し て 面 倒 な 軒 先 の 出 寸 法 調 整 は 必
要 な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 軒 桁 １ 上 に 谷 木 ８ が 固 定 さ れ た 後 、 谷 木 ８ の 下 端 部 に 軒 谷 木 ８ ０ が 継 ぎ 足 さ れ る
。 軒 谷 木 ８ ０ も 、 前 記 し た 軒 隅 木 ２ ０ と 同 様 に 、 谷 木 ２ と 同 幅 の 断 面 寸 法 を 有 す る 主 材 ８
１ と 、 こ の 主 材 ８ １ の 両 側 面 に そ れ ぞ れ 添 着 さ れ た 添 材 ８ ２ と か ら な る 。 主 材 ８ １ 及 び 添
材 ８ ２ の 断 面 形 状 は 、 図 ６ 中 に 添 付 し た 断 面 図 に 示 す よ う に 、 天 端 と 下 端 と が 、 そ れ ぞ れ
逆 山 形 状 の 傾 斜 面 を な す よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
主 材 ８ １ の 長 さ は 、 入 隅 角 部 Ｂ か ら 軒 先 ラ イ ン Ｚ ま で の 出 寸 法 に 基 づ い て 予 め 加 工 さ れ て
お り 、 主 材 ８ １ と 添 材 ８ ２ の 先 端 は 軒 先 ラ イ ン Ｚ に 合 致 す る よ う に 揃 え ら れ て い る 。 添 材
８ ２ の 他 端 は 主 材 ８ １ よ り も 建 物 本 体 側 に 延 出 さ れ 、 こ の 延 出 部 分 が 谷 木 ８ の 両 側 面 に 重
ね ら れ て 、 ビ ス ま た は 釘 で 固 定 さ れ る 。 さ ら に 、 主 材 ８ １ の 天 端 と 谷 木 ８ の 天 端 に 平 帯 状
の 補 強 金 物 ２ ３ を 重 ね 、 こ れ を 主 材 ８ １ 及 び 谷 木 ８ に ビ ス 止 め し て 、 両 者 の 接 合 部 が 補 強
さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 で は 、 隅 部 ・ 谷 部 に お け る 軒 先 の 出 寸 法 を 、 隅 木 ２ ・ 谷 木 ８ に 継 ぎ 足
さ れ る 軒 隅 木 ２ ０ ・ 軒 谷 木 ８ ０ に よ っ て 調 整 す る 。 こ れ ら の 軒 隅 木 ２ ０ ・ 軒 谷 木 ８ ０ は 、
隅 木 ２ や 谷 木 ８ に 比 べ て 短 く 軽 量 な の で 、 位 置 決 め 及 び 固 定 作 業 を 容 易 か つ 迅 速 に 行 う こ
と が で き る 。 ま た 、 隅 木 ２ や 谷 木 ８ が 軒 桁 １ 上 に 載 架 さ れ れ ば 直 ち に 、 垂 木 ３ や 小 屋 組 補
強 材 等 を 架 設 す る 工 程 に 進 む こ と が で き る の で 、 現 場 で の 無 駄 な 手 待 ち 時 間 も 解 消 さ れ て
、 施 工 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 で は 、 隅 木 や 谷 木 を 軒 先 に 突 出 し な い 長 さ に 形 成 し て 軒 桁 上 に 載 架 固 定 し た 後 、 そ
の 下 端 部 に 軒 隅 木 や 軒 谷 木 を 継 ぎ 足 す 構 造 を 採 用 し て い る の で 、 長 大 な 隅 木 や 谷 木 を 位 置
決 め す る 作 業 が 不 要 に な り 、 軒 先 の 出 寸 法 調 整 が 容 易 に な る 。 こ れ に よ り 、 現 場 で の 施 工
効 率 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 変 形 屋 根 の 伏 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 変 形 屋 根 の 小 屋 組 架 構 を 模 式 的 に 表 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 変 形 屋 根 に お け る 隅 部 の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 、 隅 部 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 変 形 屋 根 に お け る 谷 部 の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 、 谷 部 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 屋 根 架 構 に お け る 隅 部 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 軒 桁
２ 　 　 隅 木
２ ０ 　 軒 隅 木
２ １ 　 主 材
２ ２ 　 添 材
２ ３ 　 補 強 金 物
６ 　 　 束 材
７ 　 　 棟 木
８ 　 　 谷 木
８ ０ 　 軒 谷 木
８ １ 　 主 材
８ ２ 　 添 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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